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 ５月１７日（水）に本年度初めての授業研究会を実施しました。併せ
て、授業後に研究会と研究開発運営指導委員会（外部の有識者による研
究開発のための会議）も実施しました。  
今回の授業は、６年生の「リレーの作戦を立てよう」でした。事前に

測ってみたリレーのタイムをもっと短くしたいという意欲が子どもたち
に高まったところから学習が始まりました。「バトンパスをうまくする」
「リレーの順番を変える」「バトンを渡す場所を考える」など、様々な
意見が出た中で、単純に順番を入れ替えるだけでは、タイムが変わらな
いということに気付いた子どもたちが、バトンを渡すゾーンを利用して
距離を変えることで、タイムは短くなるのかどうか調べました。  

 
 
 
 

本当はチーム１７人だけ
れど、まずは、４人のタイム
で、どんな調整をしたらいい
のか、考えました。１０メー
トルごとのタイムの増減で
考えたり、１メートルごとの
タイムから考えたり、小数倍
で考えたりと様々な考えが
出ました。タイムはどの計算
でも短くなったものの、他の
クラスの作戦では、もっとタ
イムが短くて、そこにはどん
な秘密があるのかと、黒板を
食い入るように見る子ども
たちの姿が印象的でした。  
この後の子どもたちの学びは、距離の調整の仕方と調整する前との違

いから深まっていきます。運動会を１つのゴールとして実際に確かめら
れることが、生活数理の魅力でもあります。  
どの学年もこれから実践していきますが、学校全体として子どもたち

の目の輝きがある授業をめざして取り組んでいきます。  
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子どもたちは、テークオーバーゾーン（バトンの
受け渡し可能範囲：最大４０Ｍ）を利用した調整
をするため、走る長さを調整して考えていました。 
① 得意な人に多く走ってもらう。（１２０Ｍ） 
② 一番短く走っても８０Ｍ、他にも９０Ｍ、１１０
Ｍ走ることもある。 
最終的な発見として、調整の仕方によっては、

タイムがさらに縮まることもあることから、子ども
たちの思考は、「距離とタイムの関係に秘密があ
りそう」「これから考えたいことがわかった」と変化
していきました。 

自分なりの考えを図や

式で表そうとしていま

す。 

どう考えたらいいのか困った

ら、班の友だちに相談していま

す。 


